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南魚沼市（新潟県） 

1 提携年月日  

 昭和 61 年（1986年）9 月 1日  

 

2 提携の経過  

 南魚沼市（旧六日町）は、米沢藩初代藩主の上杉景勝並びに重臣である直江兼続の生誕の

地です。景勝は、会津藩主を経て米沢藩主となりました。同行した武士の多くは現在の南魚

沼市、つまり上田を生誕の地としていた武将です。しかし、この経緯をみると上田から会津、

さらに米沢へと移る中で、武士の地縁・血縁者が全て同行したわけではなく、兄弟の一部が

上田に残住したといわれており、これは本市と南魚沼市に同じ姓が多いことでも伺えます。 

昭和 59 年 10 月、旧六日町で本市との親善都市締結促進六日町議員連盟が結成され、昭和

60年 3 月には六日町定例町議会において歴史親善友好都市の促進方が決議されました。 

 本市においては、以前から郷土史関係団体を中心として交流が活発になされ、昭和 61年

3 月に本市議会において、米沢直江会から請願のあった「六日町との歴史親善友好都市締結

に関して」については全会一致で採択されました。このように、本市と旧六日町との歴史的

背景を重要視し、両市町の交流を通じて親善友好を更に深め、両市町の発展を期すため昭和

61 年 6月に両市町議会で歴史親善友好都市提携が可決され、同年 9月 1 日旧六日町におい

て調印が行われました。 

 平成 16 年 11 月六日町に隣接する大和町と合併し、南魚沼市が誕生。その後平成 17 年 10

月には隣接する塩沢町と合併し魚沼地域の中核的役割を果たすべく新生「南魚沼市」となり

ました。  

 

3 主な交流 

まつり開催時等の相互訪問 

 首長や議長等が姉妹都市間で相互に訪問し、まつりや市内視察を通して、相互の理解を深

めると共に、交流や施策等のための情報交換を行っています。 

米沢直江会の交流 

 南魚沼市で開催される「南魚沼市兼続公まつり」への親善訪問などの交流を続けています。  

米沢藩古式砲術保存会 

 「南魚沼市兼続公まつり」に参加し、砲術を披露しています。 
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4 南魚沼市の概要（令和 2年 1 月現在） 

庁舎所在地 

 〒949-6696 新潟県南魚沼市六日町 180-1 

 TEL 025-773-6660 FAX 025-772-3055  

市制施行 

 平成 16 年 11 月 1日 

位置 

・新潟県の南部。南東の越後三山・三国山脈、北西の魚沼丘陵に挟まれ 中央に信濃川の支

流、魚野川の流れる魚沼盆地に位置しています。 

・東京から北へ約 200km。上越新幹線で約 1 時間 30分。関越自動車道で 約 2時間 30 分  

人口 

 56,196 人（男 27,521人 女 28,675 人） 

面積 

 584.82km2  

気候 

・冬の最高積雪深が 2mから 3mにも達する日本有数の多雪地帯です。  

シンボル等 

・市の花「カタクリ」 

・市の木「コブシ」  

歴史  

・長尾政景の居城である坂戸城の城下町として、また、三国街道と清水街道の分岐点の宿場 

町として古くから栄えてきました。南北朝時代には新田義貞一族の本拠地であったこと

は地域に「新田」の名称が残っていることなどから伺われます。その後、江戸時代に入り

幕府直轄から会津蕃領となりました。 

・昭和 57 年に上越新幹線が開業、昭和 60 年には関越自動車道が開通し、交通及び物流の

中継地としての役割を果たしています。 

・明治 22年 4月の町村制施行により生まれた 37 村が「明治の大合併」を経て明治 39 年に

12町村に集約され、「昭和の大合併」により旧大和町(昭和 37 年 4 月に村から町制施行)、

旧六日町、旧塩沢町のかたちとなりました。 

・平成 16 年 11 月 1日に六日町と大和町が新設合併し、南魚沼市が誕生。 

・平成 17 年 10 月 1日に塩沢町と編入合併し、現在の南魚沼市となりました。 

教育  

小学校 18、中学校 4、高等学校 4、国際大学、北里大学保健衛生専門学院  

特産品 

南魚沼産コシヒカリ、八色スイカ、織物、地酒、笹団子、はっか、八色しいたけ、まいた

け、なんばん漬、酒の粕漬  
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工業 

・自動車部品、産業用機械の製造品出荷額が多い。 

・地域の伝統工業である織物。「越後上布」が織りあがる工程の一部は重要無形文化財技 

術指定となっています。雪さらしなどでも有名。 

祭り  

・住吉神社祭礼・スキーカーニバル・巻機権現火渡り・しおざわ雪譜まつり 

・一の宮神社農具市・婿の胴上げ・菊まつり・六日町まつり 

・南魚沼市雪まつり・浦佐毘沙門堂裸押合大祭・八海山火渡大祭 など  

観光名所等  

・池田記念美術館、トミオカホワイト美術館、今泉記念館、鈴木牧之記念館 

・六日町温泉、上の原高原温泉、大沢山温泉など 13温泉 

・六日町八海山スキー場、石打丸山スキー場、上越国際スキー場など 10スキー場 

・しゃくなげ湖（三国川ダム）、五十沢渓谷、裏巻機渓谷、水無渓谷 

・八海山ロープウェー、魚沼スカイライン 

・塩沢つむぎ記念館、つむぎの里、外山康雄野の花館、アグリコア越後ワイナリーなど 

・坂戸城跡、八海山尊神社、普光寺、薬照寺、雲洞庵など 

まちづくり等に関する取り組み・施策等 

 南魚沼市の将来像「自然・人・産業の和で築く 安心のまち」の実現に向けて、「郷土を

愛し、一人ひとりがつくるまち」「人の和で支えあう安心のまち」「力強い産業が育ち、働く

魅力がたくさんあるまち」「新しい課題に柔軟に対応する行政組織をもつまち」の 4つの基

本理念を柱として、まちづくりに取り組んでいます。 

出身著名人 

・上杉景勝（豊臣政権五大老の一人、米沢藩初代藩主） 

・直江兼続（上杉景勝を支えた文武兼備の智将） 

・岡村 貢（上越線開通の父、衆議院議員） 

・鈴木牧之（雪国の暮らしを伝えた学者、民俗学者、文学者） 

・井口喜夫（彫刻家）  

姉妹友好都市など  

(姉妹都市） 

・ノルウェー王国リレハンメル市 

・オーストリア共和国セルデン町 

・ニュージーランド国アシュバートン郡 

(姉妹校） 

・大韓民国道岩中学校 

(友好都市） 

・埼玉県さいたま市 
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・埼玉県深谷市 

・千葉県いすみ市 

・埼玉県坂戸市 

・富山県魚津市 

(歴史親善友好都市） 

 ・山形県米沢市 

 


